
　

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校
は
、
２
０
１
３

年
度
、
倉
敷
商
工
会
議
所
、
大
原
美
術
館

な
ど
と
連
携
し
て
「
倉
敷
町
衆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
以
下
、マ
チ
プ
ロ
）を
立
ち
上
げ
た
。

前
任
校
で
地
域
連
携
を
推
進
し
て
き
た
山

下
陽
子
校
長
が
、
進
学
校
で
の
地
域
連
携

を
模
索
す
る
中
で
、
21
世
紀
型
能
力
（
＊
）

を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
可
能
性
を
見
い

だ
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　
「
倉
敷
商
工
会
議
所
の
方
々
と
話
す
中

で
、『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
い
倉
敷
』を
生
か
せ
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
幕
府
の
天
領
だ
っ
た
倉

敷
に
は
、『
町
衆
』（
有
力
町
人
）
が
町
の
自

治
や
文
化
を
担
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
新
し
い
も
の
へ
の
受
容
力
や
、
既
存

の
価
値
観
を
変
革
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

り
、失
敗
を
恐
れ
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
伝
統
が
根
付
い
て
い
ま
す
。そ
う
し

た
精
神
は
、今
、学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る

教
育
観
に
も
合
致
し
ま
す
。現
代
の『
町
衆
』

の
力
を
借
り
て
、生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
そ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
山
下
校
長
）

　

マ
チ
プ
ロ
の
目
標
は
「
学
び
の
志
を
高

め
る
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
」
と
し
、「
良
き
市
民
」
を
育
て
る
こ

と
を
主
眼
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
第
一
に

自
ら
の
文
化
へ
の
理
解
が
求
め
ら

れ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
生
徒
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、『
倉
敷

の
町
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
』
と

い
う
生
徒
の
割
合
が
２
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
倉
敷
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
く
中
で
、
学

び
の
意
欲
を
高
め
、
21
世
紀
を
生

き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し

た
。

　

15
年
度
に
は
、「
世
界
に
も
学
び

の
場
を
広
げ
よ
う
」と
い
う「
町
衆
」

の
提
言
を
受
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
研

修
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
高
校

＊現行の学習指導要領が目指す学力の育成に向けて国立教育政策研究所が提唱する学力モデル。

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み

生
徒
の「
学
び
の
志
」を
育
む

実
践
事
例
●

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校

地
元
と
の「
倉
敷
町
衆
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」で

21
世
紀
型
能
力
を
育
む

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校
は
、
２
０
１
３
年
度
、
地
域
の
協
力
の
下
、「
倉
敷
町
衆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

地
元
・
倉
敷
が
抱
え
る
課
題
の
発
見
と
そ
の
解
決
方
法
を
考
え
る
中
で
、
学
問
へ
の
志
と
社
会
性
を
培
い
、

21
世
紀
を
生
き
抜
く
力
を
高
め
る
の
が
目
的
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
は
事
務
職
員
を
含
め
た
全
教
職
員
が
当
た
り
、

15
年
度
に
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
開
発
し
て
、
学
習
過
程
も
含
め
た
生
徒
た
ち
の
評
価
に
活
用
し
て
い
る
。

2

＊学校資料を基に編集部で作成

図１ 「マチプロ」と授業との関係

21世紀型能力

基礎力
•言語スキル
•数量スキル
•情報スキル 南高

地域

思考力
•問題解決・発見力　•創造力
•論理的・批判的思考力
•メタ認知・適応的学習力

実践力
•自律的活動力
•人間関係形成力
•社会参画力
•持続可能な未来づくりへの責任

授
業

マ
チ
プ
ロ

学
び
の
志
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特
集　
　

有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

と
の
交
流
も
開
始
。「
倉
敷
か
ら
世
界
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

町
衆
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
し
た
。

　

21
世
紀
型
能
力
を
育
む
た
め
に
、同
校
で

は
マ
チ
プ
ロ
と
授
業
と
の
関
係
を
図
１
の

よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
主
体
の
授
業
を
通
し
て
基
礎

力
や
思
考
力
な
ど
を
鍛
え
る
一
方
、マ
チ
プ

ロ
の
活
動
で
は
、
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践

力
を
総
合
的
に
高
め
な
が
ら
「
学
び
の
志
」

を
育
み
、
日
々
の
授
業
や
進
路
選
択
に
前

向
き
に
取
り
組
む
意
欲
・
態
度
を
育
む
。教

師
も
、
マ
チ
プ
ロ
の
指
導
を
通
し
て
、
同

校
が
目
指
す
生
徒
像
を
よ
り
深
く
理
解
し
、

日
々
の
授
業
改
善
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　

マ
チ
プ
ロ
の
内
容
と
成
果
を
見
て
い
く
。

　

１
年
次
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
活
用
し
、
倉
敷
が
抱
え
る
課
題
と
そ
の

解
決
策
を
提
言
す
る
。
７
月
に
、
生
徒
９

人
が
１
人
の
「
町
衆
」
を
囲
ん
で
進
学
や

仕
事
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
ラ
ー
ニ
ン
グ

カ
フ
ェ
」
か
、
市
内
の
企
業
な
ど
を
訪
れ
、

仕
事
内
容
や
課
題
な
ど
を
聞
く
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
行
う
。
ど
ち
ら
に
参
加

す
る
の
か
は
、
学
級
内
で
検
討
し
て
決
め

る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
課
題
意
識
を

基
に
、
夏
休
み
に
調
査
・
研
究
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
進
め
、９
月
の
文
化
祭
で
、調
査
・

研
究
結
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
発
表
す
る
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、「
子
育

て
が
楽
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
市
民
が
約

３
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
に
課
題
意

識
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
が
出

来
る
新
し
い
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
た
。

　

２
年
次
で
は
、
学
校
設
定
科
目
「
キ
ャ

リ
ア
Ⅰ
」
で
、
１
年
次
の
マ
チ
プ
ロ
で
得

た
学
び
を
発
展
さ
せ
た
課
題
研
究
を
行
う
。

ま
ず
、
生
徒
の
進
路
や
関
心
に
応
じ
て
社

会
科
学
・
人
文
科
学
・
教
育
学
・
自
然
科

学
な
ど
の
系
統
に
学
級
横
断
で
分
か
れ
（
４

月
）、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で
研
究
テ
ー

マ
を
決
定
す
る
（
６
月
）。
そ
し
て
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
研
究
発
表
を

行
い
（
11
月
）、
最
終
的
に
８
０
０
字
程
度

の
小
論
文
に
ま
と
め
る
（
１
月
）。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
指
導
は
学
年
を
超
え
て

行
う
。
教
師
１
人
当
た
り
３
〜
４
グ
ル
ー

プ
を
担
当
し
、
テ
ー
マ
設
定
か
ら
調
査
・

分
析
、
発
表
ま
で
支
援
す
る
。
特
に
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
師
の
力
量
が

問
わ
れ
る
の
が
テ
ー
マ
設
定
だ
と
い
う
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
広
義
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
教
師
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
で
な
け
れ
ば
、
質
の
高
い
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
出
来
ま
せ
ん
。
自
分

の
専
門
分
野
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

社
会
で
起
き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
、
教
師

が
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
そ
れ
を
生
徒

の
興
味
・
関
心
に
つ
な
げ
て
い
く
。
生
徒

が
少
し
背
伸
び
し
て
出
来
る
く
ら
い
の
選

択
肢
を
提
示
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
教
師

の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
」（
山
下
校
長
）

　

教
育
分
野
を
担
当
し
た
絹
田
昌
代
先
生

は
、
漠
然
と「
現
在
の
教
育
」を
テ
ー
マ
に

挙
げ
た
グ
ル
ー
プ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
21
世
紀
型
教
育
」
を
示
し
た
。
す
る
と
、

生
徒
た
ち
は
研
究
を
主
体
的
に
進
め
、う
ち

1
人
が
研
究
内
容
を
基
に
志
望
理
由
書
を

書
き
、
国
立
大
の
推
薦
入
試
に
挑
戦
し
た
。

　
「
生
徒
が
自
分
で
発
見
し
た
と
思
え
る
よ

う
に
、
さ
り
げ
な
く
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
生

徒
の
様
子
を
常
に
観
察
し
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
適
切
な
声
掛
け
が
出
来
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
」（
絹
田
先
生
）

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校

◎
校
訓
は
「
自
律
・
友
愛
・
進
取
」。
２
０
０
７
年

度
に
進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
に
移
行
。
15
年
度
に

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員
会
、
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
。

◎
設
立　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、東
北
大
、名
古
屋
大
、大
阪
大
、神
戸
大
、

岡
山
大
、
九
州
大
、
岡
山
県
立
大
な
ど
に
２
０
３
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
４
５
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.kuram

ina.okayam
a-c.

ed.jp/

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校

絹
田
昌
代　
き
ぬ
た
・
ま
さ
よ

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

授
業
力
向
上
委
員
会
主
任
。「
生
徒
が

き
ら
め
く
授
業
で
力
と
自
信
を
付
け
る
」

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校

景
山
晴
光　
か
げ
や
ま
・
は
る
み
つ

教
職
歴
15
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
室
長
。「『
グ
ロ
ー
バ

ル
』
の
種
は
10
年
後
に
花
が
咲
く
」

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校

三
島
誠
人　
み
し
ま
・
ま
こ
と

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

進
路
課
長
。「
教
員
自
ら
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
、
着
実
に
」

岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校
校
長

山
下
陽
子　
や
ま
し
た
・
よ
う
こ

教
職
歴
36
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

「
教
育
が
社
会
の
『
自
分
事
』
に
な
る
」

生
徒
が
少
し
「
背
伸
び
」
し
て

取
り
組
め
る
課
題
を
提
示
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大
会
だ
。
15
年
度
は
「
憲
法
九
条
」「
原
発
」

な
ど
を
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

15
年
度
に
始
め
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
修
で

は
、
志
望
理
由
書
、
面
接
に
よ
っ
て
、
学

年
を
問
わ
ず
生
徒
４
人
を
選
抜
。
５
泊
７

日
の
日
程
で
現
地
の
高
校
や
大
学
、
企
業

な
ど
を
訪
問
し
、
倉
敷
の
文
化
を
紹
介
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
室
長
の
景か

げ

山や
ま

晴

光
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
現
地
の
高
校
生
か
ら
英
語
で
次
々
と
質

問
さ
れ
、
生
徒
が
答
え
に
詰
ま
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
途
中
で
腹
を
く
く
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
次
第
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国

後
、
参
加
者
は
研
修
で
の
体
験
を
文
化
祭

で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
体
験
談
が

友
人
や
後
輩
に
伝
わ
っ
て
い
く
中
で
、
海

外
交
流
な
ど
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
独
自
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

開
発
し
、
マ
チ
プ
ロ
で
育
ん
だ
力
を
21
世

紀
型
能
力
に
沿
っ
て
評
価
し
て
い
る
（
図

２
）。
評
価
項
目
は
、
21
世
紀
型
能
力
に
応

じ
て
、３
領
域
15
項
目
を
設
定
。年
２
回（
４

月
、
12
月
）、
生
徒
各
自
で
自
己
評
価
す
る
。

　

最
大
の
特
徴
は
、全
項
目
を
マ
チ
プ
ロ
を

始
め
と
す
る
教
育
活
動
の
様
々
な
場
面
を

想
定
し
て
設
定
し
て
い
る
点
だ
。
例
え
ば
、

「
Ａ　

言
語
的
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
３
／
他

の
チ
ー
ム
の
発
表
に
対
し
、
根
拠
の
あ
る

批
評
を
言
う
」
は
２
年
次
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
、「
Ｄ　

批
判
的
・
論
理
的
思
考

力
レ
ベ
ル
３
／
自
分
と
相
手
の
意
見
の
違

い
を
理
解
し
、
異
な
る
理
由
や
根
拠
を
探

ろ
う
と
し
て
い
る
」
は
３
年
次
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
を
想
定
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
を
見
れ
ば
、『
１
年
次
の
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
レ
ベ
ル
２
だ
っ
た
け
れ

ど
、
来
年
は
レ
ベ
ル
３
を
目
指
し
て
頑
張

ろ
う
』
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
は
具
体
的

に
目
標
を
設
定
で
き
ま
す
」（
絹
田
先
生
）

　

15
年
７
月
に
行
っ
た
１
回
目
の
自
己
評

価
で
は
、
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
全
て
の
項

目
の
数
値
が
高
く
な
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
21
世
紀
型
能
力
が
順
調
に
育
ま
れ
て

お
り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
マ
チ
プ
ロ

を
通
し
て
目
指
す
生
徒
像
を
教
師
間
で
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い

と
、
進
路
課
長
の
三
島
誠ま

こ
と人

先
生
は
語
る
。

　
「
教
師
が
『
町
衆
』
や
大
学
・
企
業
に
協

力
を
依
頼
す
る
際
、
取
り
組
み
の
狙
い
や

伸
ば
し
た
い
力
を
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
師
の
社
会
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

は
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
と
思
い
ま
す
」

　

目
指
す
生
徒
像
を
具
体
的
に
持
つ
こ
と

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入

し
た
授
業
改
善
に
も
必
要
に
な
る
と
、
山

下
校
長
は
指
摘
す
る
。

　
「
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力
を
求
め
る
の
か

を
、
教
師
自
身
が
自
覚
し
な
け
れ
ば
、
授

業
で
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
明

確
に
し
た
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
で
適
切
な
発
問
や
支
援
を
行
っ
た
り
出

来
ま
せ
ん
。
教
科
ご
と
に
新
し
い
学
力
観

に
沿
っ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
ろ
う
と
い

う
動
き
も
出
始
め
て
お
り
、
授
業
改
善
が

一
層
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

の
指
導
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
生
徒

が
志
望
理
由
書
を
ま
と
め
る
際
、
担
任
は

生
徒
が
記
入
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
１
・
２

年
次
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
見
な

が
ら
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
る
と
、
こ
の

分
野
が
得
意
の
よ
う
だ
け
れ
ど
、
ど
う
し

て
得
意
に
な
っ
た
と
思
う
？
」
と
い
っ
た

　

２
年
次
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
１
年
生
の
他
に
「
町
衆
」
や
保
護
者

も
参
加
し
、
見
学
者
に
積
極
的
な
参
加
を

求
め
る
。
事
前
に
「
甘
口
」
ま
た
は
「
辛
口
」

と
書
か
れ
た
く
じ
を
引
き
、「
甘
口
」
を
引

い
た
人
は
、
発
表
内
容
の
優
れ
た
部
分
を

褒
め
る
役
割
を
、「
辛
口
」
を
引
い
た
人
は
、

不
十
分
な
点
や
疑
問
点
を
根
拠
を
も
っ
て

批
評
す
る
役
割
を
担
う
。
そ
の
た
め
、
発

表
内
容
は
、「
研
究
動
機
・
目
的
」「
調
査

結
果
」「
未
来
へ
の
提
言
・
そ
の
メ
リ
ッ
ト
」

「
感
想
」
の
４
項
目
で
統
一
し
、
見
学
者
が

発
表
内
容
を
す
ぐ
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。「
町
衆
」
か
ら
は
「
本
当
に
調
べ

た
の
か
」「
実
現
性
は
あ
る
の
か
」
と
い
っ

た
鋭
い
批
評
が
投
げ
掛
け
ら
れ
る
と
、
絹

田
先
生
は
言
う
。

　
「
よ
り
良
い
も
の
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

根
拠
を
示
し
て
、批
評
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
辛
口
の
批
評
を
受
け
る
こ
と
で
、
核

心
を
深
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
情
報

を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
生

徒
は
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

３
年
次
の
マ
チ
プ
ロ
は
、
９
月
の
文
化

祭
で
行
う
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
デ
ィ
ベ
ー
ト

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
結
果
を
基
に

次
年
度
の
学
校
経
営
計
画
を
策
定

独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

目
指
す
生
徒
像
を
教
師
間
で
共
有

町
衆
か
ら
の
根
拠
あ
る
批
評
が

生
徒
を
鍛
え
る
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有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

よ
う
に
、
生
徒
の
学
び
の
軌
跡
を
確
認
し

な
が
ら
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
校

で
は
、
Ｍ
│

Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ
手
帳
（
生
徒
手
帳
）

に
進
路
ノ
ー
ト
の
要
素
を
盛
り
込
み
、
進

路
行
事
の
予
定
や
感
想
、
教
師
や
「
町
衆
」

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
き
込
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
そ
の
手
帳
を
併
用
す
る
こ

と
で
、
生
徒
は
よ
り
緻
密
な
志
望
理
由
書

を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
志
望
理
由
書
や
推
薦
書
で
は
、
生
徒
の

活
動
実
績
や
能
力
を
具
体
的
な
言
葉
に
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
生
徒
も
教
師

も
そ
れ
を
表
現
す
る
力
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
文
言
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
教
師
で
も
生

徒
の
力
を
十
分
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
し
て
、

先
生
方
に
は
自
分
の
言
葉
で
指
導
で
き
る

よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
三
島
先
生
）

　

マ
チ
プ
ロ
を
通
し
て
21
世
紀
型
能
力
の

育
成
と
地
域
連
携
を
実
現
さ
せ
た
倉
敷
南

高
校
。
学
校
を
挙
げ
て
本
音
で
議
論
し
て

き
た
と
こ
ろ
に
成
功
の
要
因
が
あ
る
と
、

山
下
校
長
は
分
析
す
る
。

　
「
教
師
全
員
が
課
題
研
究
の
指
導
に
当
た

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
管

理
職
と
各
分
掌
・
学
年
主
任
に
よ
る
委
員

会
で
作
成
し
ま
し
た
。
思
い
切
っ
た
授
業

改
善
を
行
う
体
育
・
芸
術
・
家
庭
科
、
生

徒
手
帳
を
改
良
し
た
生
徒
課
、
予
算
確
保

に
尽
力
し
た
事
務
室
ま
で
、
組
織
全
体
が

有
機
的
に
機
能
す
る
こ
と
が
、
取
り
組
み

の
実
効
性
を
高
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

16
年
２
月
に
は
、
次
年
度
の
学
校
経
営

計
画
を
策
定
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
全

職
員
で
実
施
す
る
予
定
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
基
に
現
状
を
分
析
し
て
、
課
題
を
共

有
し
、
次
年
度
の
経
営
計
画
を
策
定
す
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
取
り
組
み
の
更
な
る

精
緻
化
と
定
着
で
あ
る
。

　
「
こ
の
３
年
間
で
マ
チ
プ
ロ
の
枠
組
み
が

出
来
ま
し
た
が
、本
質
を
見
失
う
と
取
り
組

み
は
形
骸
化
し
、
か
え
っ
て
教
育
の
阻
害

要
因
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
‶know

 how

”で
は
な
く
、
‶know

 
w
hy

”で
す
。
生
徒
の
実
情
に
応
じ
て
進
路

行
事
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を
不
断
に

改
善
す
る
と
共
に
、全
て
の
教
師
・
生
徒
が

取
り
組
み
の
意
義
・
目
的
を
理
解
し
、
主

体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
意
識
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
下
校
長
）

図２ 「グローバル町衆育成プロジェクト　21世紀型能力　ルーブリック」（抜粋）

＊学校資料を基に編集部で作成

基礎力（思考力を支える） 思考力（中核）

Ａ　言語的リテラシー Ｂ　数量的リテラシー Ｃ　情報リテラシー Ｄ　批判的・論理的思考力

読む・話す・書くといった理解・表現
にかかわる力

数量的な情報を理解し、効果的に
活用する力

ICTを活用して効果的に活用する力 根拠を検討し、他の解釈や情報を
分析する力

レベル
１

発表の際、原稿を読んで伝える。 グラフを見てデータのおよその特
徴を理解する。

コンピューターを使って文章を入
力する。

相手の意見を最後まで聞く。

レベル
２

発表の際、聞き手の目を見ながら伝え
る。他のチームの発表に感想を言う。

グラフを見てデータの特徴を正確
に理解する。

コンピューターを使って文章を入
力する。図や写真を貼り付ける。

自分と相手の意見の違いを理解す
る。

レベル
３

相手の反応を見ながら、適切な言葉遣
いで伝える。他のチームの発表に対し、
根拠のある批評を言う。

グラフを見てデータの特徴を正確
に理解し、発表の際にその資料（統
計・図表・グラフ）を用いる。

コンピューターを使って資料を作
成したり、データをグラフ化した
りする。

自分と相手の意見の違いを理解し、
異なる理由や根拠を探ろうとして
いる。

レベル
４

適切な言葉遣いで説得力のあるプレゼ
ンテーションになっており、質問にも
よどみなく答える。他のチームの発表
に対し、根拠のある批評を言う。

発表の際に主張の根拠となる資料
（統計・図表・グラフ）を用いる。
また、引用する際には著作権に配
慮する。

主張を効果的に伝えるために、グ
ラフ作成や色彩・文字のレイアウ
トが思い通りに出来る。

根拠を検討したり、他の解釈や情
報を分析したりして、見解が異な
る理由を説明する。

レベル
５

巧みな話術（ジェスチャー・声の表現・
アイコンタクト）によって内容を伝え、
聞き手の質問に対して当意即妙の受け
答えが出来る。他のチームの発表に根
拠のある批評をし納得させる。

主張の根拠となる効果的な資料を
用いており、それを正確に分析す
ることによって、相手に主張が強
く支持される。また、引用する際
には著作権に配慮する。

主張を効果的に伝えるため、グラ
フを作成し色彩や文字のレイアウ
トなど高いクオリティーの資料が
でき、評価されている。

異なる見解を認めたり、他の視点
の情報を論理的に分析したりして
いる。更に、根拠に基づいた多角
的な視点で探求している。

自己
評価
記入欄

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

春

冬

（1）次のＡ～Ｏ（注）の項目について、あなたが現在到達していると考えるレベル段階に大きな○をつけてください。下記の記入欄にそれぞれの
レベルを数字で書き込んでください。（どれにも当てはまらないと思う項目については、「１」をマークしてください。）

（2）評価レベルの「４」「５」を選んだ生徒は、その項目の能力や価値を伸ばしたと考える活動を下から選んでそれぞれ番号で答えてください。（３
つまで複数回答可）

１授業（教科名）　２週末課題　３定期考査　４実力考査　５進路志望調査　６個人面談　７ＭーPRiDE手帳の利用　８ラーニングカフェ
９フィールドワーク　10キャリア課題研究　11キャリア講演会　12ポスターセッション発表会　13読書　14ボランティア活動　15南楠合宿
16修学旅行　17部活動　18生徒会・委員会活動　19オープンキャンパス　20京大・阪大バスツアー　21難関大学指導対策チーム
22葦岡セミナー＠大原美術館　23葦岡祭　24留学体験　25ディベート大会　26その他（具体的な活動を記入）

（3）（３年次・冬に記入）上記A～Ｏの能力及びスキル・体得している価値観のうち１つを選んで、それを伸ばしたと考える学校生活の印象的な場
面について具体的に記述してください。

（注）同校のルーブリックでは、「基礎力（思考力を支える）」「思考力（中核）」「実践力（思考力の使い方を方向付ける）」の３領域とし、図の項目以外に、「Ｅ
　問題発見力」「Ｆ　問題解決力」「Ｇ　創造力」「Ｈ　チームワーク」「Ｉ　メタ認知」「Ｊ　キャリア設計力」「Ｋ　自律的活動力」など、全 15項目を設定している。
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